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○記入機関・記入者情報

　

○掲載希望内容記入欄

□　ガイドブックへの掲載を希望しない

児童思春
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医療機関名
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（HPのURL）
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心理検
査実施

医療機能情報

医療
機関名

担当部
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メール

カウン
セリング

発達障害
の診断・
治療

その他ひき
こもりに関
した取組み

家族の自
費相談

ひきこも
りへの往
診

ひきこも
りへの訪
問看護

   当連絡協議会では、ひきこもり支援に関係する機関が行う支援を、周知・普及するための”長崎県ひきこもり支援ガイドブック
（仮題）”を発行する予定です。
　中にはひきこもりの支援を中心に行っているわけではないが、ひきこもりの本人や家族が相談や受診のために行く可能性のある
精神科等の医療機関の情報も掲載する予定です。ガイドブックは主に関係者向けの内容としますが、インターネットでの発信をと
おして一般の県民の方も利用できる内容とする予定です。
　この【様式１】の下記の表太枠内に記載いただいたかたちに近いかたちでガイドブックに掲載させていただきたいと思いますの
で、次のページの掲載イメージを参考にご記入のほどよろしくお願いします。

ひきこもり支援に関する社会資源調査

【様式１】医療機関



　ご記入いただいた内容は、全ての回収結果の内容を総合しながら、ガイドブックに掲載させていただきます。概ね下記の太枠の
ような掲載内容になる予定です。
※編集作業が進み次第、ガイドブック発行前に掲載内容をご確認・校正いただく予定です。

○”長崎県ひきこもり支援ガイドブック”掲載イメージ

△△病院

□□診療所

××クリニック

－○ ○
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－ －
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ひきこもりに支援に関する社会資源調査

　貴医療機関での「ひきこもり」「不登校」の診療・相談対応状況について次のページの１～４
をお伺いします。ご回答にあたっては厚生労働省と文部科学省のそれぞれの定義を参考にそれぞ
れにご回答いただきますようお願いします。

《「ひきこもり」の厚生労働省の定義》
　様々な要因の結果として社会的参加（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就労、家庭外での
交遊など）を回避し、原則的には6ヶ月以上にわたって概ね家庭にとどまり続けている状態（他
者と交わらない形での外出をしていてもよい）を指す現象概念である。
　なお、ひきこもりは原則として統合失調症の陽性あるいは陰性症状とは一線を画した非精神病
性の現象とするが、実際には確定診断がなされる前の統合失調症が含まれている可能性は低くな
いことに留意すべきである。

《「不登校」の文部科学省の定義》
何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校しない、あるいはした
くてもできない状況にあるため年間３０日以上学校を欠席した者のうち、病気や経済的理由によ
るものを除いたもの。

　こちらの【様式２】に記入いただいた内容は、当協議会の調査専門部会において集約・分析を
行います。公表に際しては、個別に貴機関の回答と特定できないようなかたちで集約・分析を行
い、県内の支援の現状としてまとめ”長崎県のひきこもり支援の現状（仮題）”報告書に記載す
る予定です。
　ひきこもり支援に関係する方々が、日頃の支援にあたり感じている現状や問題意識をまとめる
ことを目的とします。

【様式２】医療機関



１　平成２６年度の受診や相談のあった患者の方（１２歳以上６０歳未満）のうち
以下の表に該当する方を教えてください。

※「ひきこもり」「不登校」の主訴の対象となっている本人１人につき、実数１を計上ください
※　②、③で重複がある場合は、主たる診断で計上ください

２　「ひきこもり」や「不登校」を主訴とする診察・相談対応で、下記機関と連携
することがありますか（複数回答可）

ア 支援団体（NPO法人等） イ 当事者団体（家族会含） ウ 保健所
エ 県こども若者総合相談センター　　 オ 県ひきこもり地域支援センター
カ 児童相談所 キ 児童家庭支援センター ク 発達障害者支援センター
ケ 学校 コ 教育委員会 サ 市町窓口 シ 県市町福祉事務所
ス 若者サポートステーション セ フレッシュワーク ソ ハローワーク
タ 障害者総合支援法関連事業所 チ 障害者職業センター
ツ その他（　　　　　　　　　　　　） テ 連携することがほとんどない

３　関係機関と連携する機会が少ない場合、その理由があれば教えてください。

４　ひきこもりに関する地域での支援体制でご意見等があれば教えてください。
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御協力まことにありがとうございました。

①　「ひきこもり」や「不登校」
　　を主訴とした患者の方

②　①のうち脳器質・機能的な
　　背景がある精神疾患によるもの

③　①のうち知的障害や発達
　　障害があるもの

年度内に新規に入
院治療を受けた患
者の方（実数）

外来新患の方
（実数）


